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令和７年９月定例会議案説明資料目次 

                              警察本部 

【予算関係以外】 

（議 案）                    

議案番号 件      名 課 名 等 頁 

 

第８号 

  

 警察官に対する被服の支給及び装備品の貸与に関す

る条例及び交通巡視員に対する被服の支給及び装備品

の貸与に関する条例の一部を改正する条例 

 

警 務 課 ３ 

 

（報 告）                              

報告番号 件      名 課 名 等 頁 

 

第２号 

 

  

議会の委任による専決処分の報告について 

 

（４）損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定に 

ついて（令和７年８月 15 日専決） 

 

 

監 察 課 

 

 

６ 

 

第７号 

 

 

 長期継続契約の締結状況について 

 

 

会 計 課 

 

７ 
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議案第８号（条例関係）                                             警務課 

 
条 

例 

名 

等 

 警察官に対する被服の支給及び装備品の貸与に関する条例及び交通巡視員に対す

る被服の支給及び装備品の貸与に関する条例の一部を改正する条例 

 

 

提 

 

出 

 

理 

 

由 

 

及 

 

び 

 

概 

 

要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 提出理由 

  警察法施行令等の一部が改正され、女性警察官（警察官の服制に準ずる女性交通

巡視員を含む。）のスカートが廃止されたことに伴い、所要の改正を行う。 

 

２ 概要 

(1) 警察官に対する被服の支給及び装備品の貸与に関する条例の一部改正 

ア 警察官に対し支給する被服の品目から夏服スカートを削る。 

イ その他所要の規定の整備を行う。 

(2) 交通巡視員に対する被服の支給及び装備品の貸与に関する条例の一部改正 

(1)に準じた改正を行う。 

(3) 施行期日は、公布の日とする。 
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警察官に対する被服の支給及び装備品の貸与に関する条例及び交通巡視員に対する被服の支給及び装備品

の貸与に関する条例の一部を改正する条例 

 

（警察官に対する被服の支給及び装備品の貸与に関する条例の一部改正） 

第１条 警察官に対する被服の支給及び装備品の貸与に関する条例（昭和29年鳥取県条例第43号）の一部を次の

ように改正する。 

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に、下線で示すように改正する。 

改 正 後 改 正 前 

  

（支給する被服） 

第２条 略 

２ 略 

３ 警察官に任命後初めて第１被服及び第２被服を

支給する場合には、第１項の規定にかかわらず、

冬服、合服及び夏服ズボンについては２着、夏服

上衣、冬ワイシャツ及び合ワイシャツについては

３着、冬ネクタイ及び合ネクタイについては２本

とする。 

（支給する被服） 

第２条 略 

２ 略 

３ 警察官に任命後初めて第１被服及び第２被服を

支給する場合には、第１項の規定にかかわらず、

冬服、合服及び夏服ズボン又は夏服スカートにつ

いては２着、夏服上衣、冬ワイシャツ及び合ワイ

シャツについては３着、冬ネクタイ及び合ネクタ

イについては２本とする。 

 

（職員の給与に関する条例との関係） 

第７条 この条例の規定により支給する支給品につ

いては、職員の給与に関する条例（昭和26年鳥取

県条例第３号）第２条第２項の規定にかかわら

ず、その相当額を、それを支給された警察官の給

料から控除しないものとする。 

（職員の給与に関する条例との関係） 

第７条 この条例の規定により支給する支給品につ

いては、職員の給与に関する条例（昭和26年２月

鳥取県条例第３号）第２条第２項の規定にかかわ

らず、その相当額を、それを支給された警察官の

給料から控除しないものとする。 

  

（交通巡視員に対する被服の支給及び装備品の貸与に関する条例の一部改正） 

第２条 交通巡視員に対する被服の支給及び装備品の貸与に関する条例（昭和46年鳥取県条例第５号）の一部を

次のように改正する。 

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に、下線で示すように改正する。 

改 正 後 改 正 前 

  

（職員の給与に関する条例との関係） 

第６条 支給品については、職員の給与に関する条

例（昭和26年鳥取県条例第３号）第２条第２項の

規定にかかわらず、その相当額を、それを支給さ

れた交通巡視員の給料から控除しないものとす

る。 

 

（職員の給与に関する条例との関係） 

第６条 支給品については、職員の給与に関する条

例（昭和26年２月鳥取県条例第３号）第２条第２

項の規定にかかわらず、その相当額を、それを支

給された交通巡視員の給料から控除しないものと

する。 

 

別表第１（第２条関係） 

 略 

備考 交通巡視員に任命後初めて支給品を支給す

る場合には、冬服、合服及び夏服ズボンについ

ては２着、夏服上衣、冬ワイシャツ及び合ワイ

シャツについては３着、冬ネクタイ及び合ネク

別表第１（第２条関係） 

 略 

備考 交通巡視員に任命後初めて支給品を支給す

る場合には、冬服、合服及び夏服ズボン又は夏

服スカートについては２着、夏服上衣、冬ワイ

シャツ及び合ワイシャツについては３着、冬ネ

- 4 -- 4 -- 4 -- 4 -



 

タイについては２本とする。 クタイ及び合ネクタイについては２本とする。 

  

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 
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報告第２号                                                  監察課 

 

件 

 

名 

 

 議会の委任による専決処分の報告について 

（４）損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について 

   （令和７年８月１５日専決） 

 

 

提 

 

出 

 

理 

 

由 

 

及 

 

び 

 

概 

 

要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 提出理由 

法律上県の義務に属する交通事故による損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定に

ついて、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定により、令和

７年８月１５日専決処分したので、本議会に報告するものである。 

 

２ 概要 

（１）和解の相手方 

   八頭町 

（２）和解の要旨 

県側の過失割合を１０割とし、県は、損害賠償金１９１，４００円を支払うもの

とすること。 

（３）事故の概要 

  ア 事故発生年月日 

    令和６年１２月１９日 午前７時４５分頃 

  イ 事故発生場所 

    八頭郡八頭町富枝地内 

  ウ 事故の状況 

鳥取県郡家警察署所属の職員が、公務のため普通特種自動車（パトカー）を

運転中、前方の安全確認が不十分であったため、和解の相手方が所有する道路

左側の法面に脱輪し、同法面を損傷させたものである。 

 

＜参考＞ 

・ 損害賠償額 １９１，４００円 

うち、保険支払額１６１，４００円、県費支出額３０，０００円（うち、保険

契約による免責額３０，０００円） 

・ 県側車両損害額 ０円 
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報告第７号

　警 察 本 部

1
警察本部
会 計 課

物品
保守

モバイルパソコン
モバイルプリンター
セキュリティ認証用機器

81台
81台
81台

鳥取市岩吉１６６番地２
株式会社ソルコム　鳥取支店
東京都千代田区丸の内三丁目４番１号
株式会社ＪＥＣＣ

24,948,000
令和７年９月１日
～令和13年４月30日

鳥取県警察本部
情報管理課
ほか26所属

長期継続契約の締結状況について

番号 設置場所等契　約　の　相　手　方 契　約　期　間種類 契約対象物品 数量契約所属名 契約金額　円
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